
《言語教材》系統表

漢　字 表
現
の
工

夫 言
葉
遣
い

文
及
び
文

章
の
構
成

語
　
句

表
記
／
仮

名
の
読
み

書
き
や
使

い
方

言
葉
の
働

き
や
特
徴

言
葉
単
元

　
　
　
学
年
→

↓
系
統

前学年 
漢字

当該学年 
漢字 語　彙 語構成 意　味 字　音 字　形

1下P.60 1上P.118 1下P.100 1下P.66 1下P.118 1上P.101 1下P.116 1下P.50 1下P.137 1下P.46

１
年
生

日
づ
け
と
　
よ
う
日
の
　
よ
み
か

た か
ぞ
え
よ
う

か
わ
る　

よ
み
か
た

か
ん
字
の　

よ
み
か
た

に
て　

い
る　

か
ん
字

か
ん
じ
の　

は
じ
ま
り

文
を　

つ
く
ろ
う	

〈
主
語
・
述
語
（
・
修
飾
語
）〉（「
～

が
～
い
ま
す
。」）

か
た
か
な 

〈
片
仮
名
の
読
み
・
書
き
〉

『
お
手
が
み
』
て
び
き	

〈
連
体
修
飾
語
〉（「
～
な
気
も
ち
」）

お
も
し
ろ
い　

こ
と
ば

〈
語
彙
・
文
節
・
意
味
〉

(1)ウ(ｲ) (1)ウ(ｲ) (1)ウ(ｲ) (1)ウ(ｲ) (1)ウ(ｲ) (1)ウ(ｲ) (1)イ(ｶ) (1)ウ(ｱ) (1)イ(ｳ) (1)イ(ｳ) 指
2上P.61 2上P.98 2下P.106 2下P.51 2下P.114 2上P.50 2下P.44 2下P.43 2上P.80 2下P.135 2下P.104 2下P.97 2下P.86 2下P.28 2上P.115 2上P.90 2上P.79 2上P.27 2上P.11 2上P.84

２
年
生

①
２
上
Ｐ
53	

④
２
下
Ｐ
117	

②
２
上
Ｐ
63	

③
２
下
Ｐ
53

①
２
上
Ｐ
52	

②
２
下
Ｐ
116

な
か
ま
の　

言
葉
と　

漢
字

二
つ
の
漢
字
で
で
き
て
い
る
言
葉

同
じ
読
み
方
の
漢
字

漢
字
の
つ
か
い
方
と
読
み
方

組
み
合
わ
せ
て
で
き
て
い
る
漢
字

画
と　

書
き
じ
ゅ
ん

主
語
と
じ
ゅ
つ
語	

〈
主
語
・
述
語
〉

『
さ
け
が
大
き
く
な
る
ま
で
』
て
び

き	〈接
続
語
〉（「
そ
し
て
」「
や
が
て
」）

か
た
か
な
で　

書
く　

言
葉	

〈
外
来
語
、
擬
声
語
の
表
記
〉

『
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
と
ぜ
ん
ま
い
ね

ず
み
』
て
び
き	

〈
助
動
詞
〉（「
そ
う
だ
」）［
推
量
・

伝
聞
］

音
や
様
子
を
あ
ら
わ
す
言
葉	

〈
擬
声
語
・
擬
態
語
〉

『
き
つ
つ
き
』
て
び
き	

〈
補
助
動
詞
・
助
動
詞
〉（「
み
ま

し
ょ
う
」「
ま
す
」）

は
ん
た
い
の
い
み
の
言
葉
、
に
た

い
み
の
言
葉	

〈
反
対
語
・
類
義
語
〉

『
か
さ
こ
じ
ぞ
う
』
て
び
き	

〈
様
子
を
表
す
言
葉
〉（「
さ
ん
ざ

ら
・
と
ん
ぼ
り
」）

『
わ
に
の
お
じ
い
さ
ん
の
た
か
ら

も
の
』
て
び
き	

〈
助
詞
〉（「
ほ
ど
」「
も
」）

ま
と
め
て
い
う
と	

〈
上
位
語
・
下
位
語
〉

『
き
つ
ね
の　

お
き
ゃ
く
さ
ま
』

て
び
き	

〈
副
詞
〉（「
ま
だ
」「
と
う
と
う
」）

『
え
い
っ
』
て
び
き	

〈
補
助
動
詞
〉（「
～
て
く
れ
る
」「
～

て
あ
げ
る
」）

書
く
と　

お
な
じ
で
も
、
よ
む
と

ち
が
う　

こ
と
ば	

〈
ア
ク
セ
ン
ト
〉（「
は
し
」「
き
る
」

「
ま
く
」）

う
れ
し
く
な
る
言
葉

〈
具
体
的
な
言
葉
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
〉

(1)ウ(ｳ) (1)ウ(ｳ) (1)ウ(ｳ) (1)ウ(ｳ) (1)ウ(ｳ) (1)ウ(ｳ) (1)イ(ｶ) (1)イ(ｶ) (1)ウ(ｱ) (1)イ(ｱ) (1)イ(ｳ) (1)イ(ｱ) (1)イ(ｳ) (1)イ(ｳ) (1)イ(ｱ) (1)イ(ｳ) (1)イ(ｱ) (1)イ(ｱ) (1)イ(ｲ) (1)イ(ｱ) 指
3上P.56 3下P.99 3上P.112 3上P.73 3下P.82 3下P.29 3下P.81 3下P.70 3下P.54 3下P.17 3上P.45 3下P.118 3上P.129 3上P.97 3上P.32 3上P.28 3上P.135 3上P.76

３
年
生

①
3
上
Ｐ
59	

④
3
下
Ｐ
63	

②
3
上
Ｐ
75	

⑤
3
下
Ｐ
85	

③
3
下
Ｐ
31	

⑥
3
下
Ｐ
101

①
3
上
Ｐ
58	

③
3
下
Ｐ
84	

②
3
下
Ｐ
62

漢
字
学
習
ノ
ー
ト

二
つ
の
漢
字
の
組
み
合
わ
せ

送
り
が
な

漢
字
の
音
と
訓

漢
字
の
組
み
立
て

へ
ん
と
つ
く
り

『
ど
ち
ら
が
生
た
ま
ご
で
し
ょ
う
』

て
び
き	

〈
指
示
語
〉（「
こ
の
よ
う
に
」「
こ

の
回
り
方
は
」）

文
の
組
み
立
て	

〈
主
語
・
述
語
・
修
飾
語
〉

こ
そ
あ
ど
言
葉	

〈
指
示
語
〉

『
く
ら
し
と
絵
文
字
』
て
び
き	

〈
能
動
・
受
動
〉

『
め
だ
か
』
て
び
き	

〈
接
続
助
詞
〉（「
～
の
で
」「
～
が
」

「
～
と
」）

『
お
に
た
の
ぼ
う
し
』
て
び
き	

〈
気
持
ち
を
表
す
体
の
動
き
〉

（「
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
見
回
す
」）

『
わ
す
れ
ら
れ
な
い
お
く
り
も
の
』

て
び
き	

〈
補
助
動
詞
〉（「
～
て
あ
げ
る
」「
～

て
く
れ
る
」）

『
の
ら
ね
こ
』
て
び
き	

〈
補
助
動
詞
〉（「
～
と
す
る
」「
～

て
く
れ
る
」）

国
語
辞
典
の
引
き
方	

〈
国
語
辞
典
と
そ
の
活
用
方
法
〉

『
白
い
花
び
ら
』
て
び
き	

〈
副
詞
の
呼
応
〉（「
い
っ
た
い
」「
ま

る
で
」）

ロ
ー
マ
字	

〈
ロ
ー
マ
字
の
読
み・書
き
、筆
順
、

つ
づ
り
方
〉

気
持
ち
を
つ
た
え
る
話
し
方
・
聞

き
方

〈
言
葉
の
表
意
性
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
〉

(1)ウ(ｲ) (1)ウ(ｲ) (1)イ(ｳ) (1)ウ(ｲ) (1)ウ(ｳ) (1)ウ(ｳ) (1)イ(ｸ) (1)イ(ｷ) (1)イ(ｸ) (1)イ(ｷ) (1)イ(ｸ) (1)イ(ｵ) (1)イ(ｵ) (1)イ(ｵ) (1)イ(ｶ) (1)イ(ｵ) (1)ウ(ｱ) (1)イ(ｱ) 指
4下P.72 4下P.95 4下P.27 4上P.122 4上P.71 4上P.28 4下P.54 4上P.78 4下P.131 4下P.85 4下P.19 4上P.121 4上P.46 4上P.41 4上P.25 4下P.98 4上P.97 4上P.74

４
年
生

①
4
上
Ｐ
31	

④
4
下
Ｐ
29	

②
4
上
Ｐ
73	

⑤
4
下
Ｐ
75	

③
4
上
Ｐ
125	

⑥
4
下
Ｐ
97

①
4
上
Ｐ
30	

③
4
下
Ｐ
74	

②
4
上
Ｐ
124

熟
語
の
で
き
方

同
じ
読
み
方
の
漢
字
の
使
い
分
け

い
ろ
い
ろ
な
意
味
を
表
す
漢
字

送
り
が
な
の
使
い
方

漢
字
の
音
を
表
す
部
分

漢
字
の
部
首

二
つ
の
こ
と
が
ら
を
つ
な
ぐ	

〈
接
続
助
詞
・
接
続
詞
）

修
飾
語	

〈
連
体
修
飾
語・連
用
修
飾
語
〉（
ど

ん
な
・
ど
の
よ
う
に
）

『
木
竜
う
る
し
（
人
形
げ
き
）』
て

び
き 

〈
国
語
辞
典
の
活
用
〉（「
え
ら
い
」

「
う
け
合
い
」）

『「
便
利
」
と
い
う
こ
と
』
て
び
き	

〈
文
作
り
〉（「
便
利
で
す
」「
不
便

で
す
」）

『
ウ
ミ
ガ
メ
の
命
を
つ
な
ぐ
』
て

び
き 

〈
内
容
に
即
し
た
叙
述
〉（「
見
つ

か
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」）

『
一
つ
の
花
』
て
び
き	

〈
副
詞
〉（「
ま
だ
」「
そ
れ
か
ら
」「
い

よ
い
よ
」）

漢
字
辞
典
の
引
き
方	

〈
漢
字
辞
典
と
そ
の
活
用
方
法
〉

『
花
を
見
つ
け
る
手
が
か
り
』
て

び
き	

〈
補
助
動
詞
〉（「
～
て
い
き
ま
す
」）

『
白
い
ぼ
う
し
』
て
び
き	

〈
感
動
詞
〉（「
お
や
」「
は
は
あ
」）

点(

、)

を
打
つ
と
こ
ろ	

〈
読
点
の
打
ち
方
〉

『
ぞ
ろ
ぞ
ろ
（
落
語
）』
て
び
き	

〈
役
割
語
・
話
し
方
の
違
い
〉

言
葉
が
表
す
感
じ
、
言
葉
か
ら
受

け
る
感
じ

〈
言
葉
・
音
声
か
ら
受
け
る
イ
メ
ー

ジ
、
言
葉
の
造
語
性
〉

(1)ウ(ｲ) (1)ウ(ｲ) (1)ウ(ｲ) (1)イ(ｳ) (1)ウ(ｳ) (1)ウ(ｳ) (1)イ(ｸ) (1)イ(ｷ) (1)イ(ｶ) (1)イ(ｵ) (1)イ(ｵ) (1)イ(ｵ) (1)イ(ｶ) (1)イ(ｵ) (1)イ(ｵ) (1)イ(ｴ) (1)イ(ｱ) (1)イ(ｱ) 指
5上P.72 5上P.51 5上P.87 5下P.100 5下P.108 5下P.28 5下P.10 5上P.109 5下P.130 5下P.92 5上P.110 5上P.63 5上P.31 5下P.91 5上P.42 5上P.76

５
年
生

①
5
上
Ｐ
53	

④
5
下
Ｐ
31	

②
5
上
Ｐ
75	

⑤
5
下
Ｐ
101	

③
5
上
Ｐ
89	

⑥
5
下
Ｐ
111

①
5
上
Ｐ
74	

③
5
下
Ｐ
110	

②
5
下
Ｐ
30

複
合
語

漢
字
学
習
ノ
ー
ト

熟
語
の
構
成

同
じ
音
の
漢
字

送
り
が
な
の
き
ま
り

漢
字
の
成
り
立
ち

 

敬
語	

〈
敬
語
の
定
義
、尊
敬
語・謙
譲
語・

丁
寧
語
〉

『
大
造
じ
い
さ
ん
と
が
ん
』
て
び
き	

〈
助
動
詞
〉（「
～
ら
し
い
」） 

［
推
量
］

『
み
す
ゞ
さ
が
し
の
旅
』
て
び
き	

〈
補
助
動
詞
・
や
り
も
ら
い
〉（「
～

て
い
る
」「
～
て
あ
る
」「
～
て
く

れ
た
」）

言
葉
の
種
類	

〈
名
詞
・
動
詞
・
形
容
詞
・
形
容

動
詞
〉

和
語
・
漢
語
・
外
来
語	

〈
和
語
・
漢
語
・
外
来
語
の
定
義
、

言
葉
の
由
来
〉

『
言
葉
と
事
実
』
て
び
き	

〈
類
義
語
・
対
義
語
〉（「
大
勝
利
」

と
「
快
勝
」）

『
い
つ
か
、
大
切
な
と
こ
ろ
』
て

び
き	

〈
慣
用
句
〉（「
気
が
合
う
」「
む
ね

が
は
ず
む
」）

『
ま
ん
が
の
方
法
』
て
び
き	

〈
符
号
〉（「
　
」）
の
使
い
方

か
な
づ
か
い
で
気
を
つ
け
る
こ
と	

〈
仮
名
遣
い
〉(

「
ジ
・
ズ
、
エ
段
・

オ
段
」)

話
し
言
葉
と
書
き
言
葉

〈
話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
の
特
徴

と
違
い
、場
面
に
お
け
る
話
し
方
〉

(1)イ(ｴ) (1)ウ(ｱ) (1)イ(ｴ) (1)ウ(ｱ) (1)イ(ｳ) (1)ウ(ｲ) (1)イ(ｸ) (1)イ(カ) (1)イ(ｶ) (1)イ(ｴ) (1)イ(ｴ) (1)イ(ｶ) (1)イ(ｶ) (1)イ(ｶ) (1)イ(ｳ) (1)イ(ｱ) 指
6上P.109 6上P.37 6下P.90 6上P.60 6下P.108 6下P.58 6上P.95 6上P.96 6下P.89 6下P.49 6下P.8 6下P.31 6上P.59 6上P.31 6下P.102 6上P.70 6上P.100

６
年
生

①
6
上
Ｐ
39	

④
6
下
Ｐ
37	

②
6
上
Ｐ
63	

⑤
6
下
Ｐ
93	

③
6
上
Ｐ
111	

①
6
上
Ｐ
62	

③
6
下
Ｐ
111	

②
6
下
Ｐ
92	

熟
語
の
意
味

三
字
以
上
の
熟
語
の
構
成

同
じ
訓
を
も
つ
漢
字

複
数
の
意
味
を
も
つ
漢
字

さ
ま
ざ
ま
な
読
み
方

音
を
表
す
部
分

『
川
と
ノ
リ
オ
』
て
び
き	

〈
修
辞
法
〉（
比
喩
・
体
言
止
め
・

擬
人
法
） 

補
助
動
詞
〉（「
～
て
や
っ
た
」）

敬
意
を
表
す
言
い
方	

〈
場
面
に
応
じ
た
敬
語
の
使
い
方
〉

『
伊
能
忠
敬
』
て
び
き	

〈
文
末
の
形
〉（「
～
た
。」）

『
ぼ
く
の
世
界
、
君
の
世
界
』
て
び

き	〈助
動
詞
〉（「
れ
る
・
ら
れ
る
」）

主
語
を
整
え
る	

〈
文
の
構
成
〉(

接
続
助
詞
、重
文・

複
文
）

『
き
つ
ね
の
窓
』
て
び
き	

〈
終
助
詞
〉（「
よ
・
ね
・
な
・
か
」）

『
森
林
の
は
た
ら
き
と
健
康
』
て

び
き	

〈
副
詞
・
接
続
詞
〉（「
さ
ら
に
」「
ま

た
」）

『
薫
風
・「
迷
う
」』
て
び
き	

〈
類
義
語
・
対
義
語
〉（「
青
葉
」

と
「
若
葉
」） 

〈
時
間
の
経
過
を
表
す
語
〉

日
本
語
の
文
字	

〈
文
字
種
、
音
・
訓
、
成
り
立
ち
、

字
源
〉

世
代
に
よ
る
言
葉
の
ち
が
い	

〈
世
代
の
別
〉（「
ノ
ー
ト
・
帳
面
」）

心
を
見
せ
る
言
葉

〈
言
葉
の
意
味
、
具
体
性
、
敬
意

表
現
、
ノ
ン
バ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉

(1)イ(ｶ) (1)イ(ｴ) (1)イ(ｶ) (1)ウ(ｲ) (1)イ(ｶ) (1)イ(ｴ) (1)イ(ｹ) (1)イ(ｸ) (1)イ(ｷ) (1)イ(ｷ) (1)イ(ｷ) (1)イ(ｶ) (1)イ(ｶ) (1)イ(ｵ) (1)ウ(ｲ) (1)イ(ｲ) (1)イ(ｶ) 指

指
…
…
…
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
指
導
事
項
の
う
ち
の
重
点
指
導
事
項


